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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　金属アルコラート化合物を、
　－　２位又は３位に二重結合を有する一般式
　　ＣnＨ2n-1Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ
［式中、ｎは２、３、４、５又は６を表す］のカルボン酸
および／またはマレイン酸と、
　－　酸素（Ｏ2 ）の存在下で、その際、反応溶液が少なくとも９０％まで酸素飽和とな
るように酸素を連続的に供給して反応させることにより
短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩を製造し、
前記金属塩は、式
ＣnＨ2n-1 Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－および／またはＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（＝Ｏ）Ｏ－（Ｈ）
の少なくとも１つのグループと、
次の
　　Ａｌおよび／またはＺｒ
の金属又は前記金属の混合物を有する、
短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩の製造方法。
【請求項２】
　前記金属塩は、一般式
　　Ｍ（ＯＯＣＣnＨ2n-1）a（Ｒ1）b
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に相当し、かつ、式
　　ＣnＨ2n-1－ＣＯＯＨ
［式中、ｎは２、３、４、５又は６であり、かつ２位又は３位に二重結合を有する］の線
状又は分枝状の不飽和カルボン酸を、一般式
　　Ｍ（Ｒ1）c

又は、
　　Ｈ（Ｒ1）
［前記式中、
ａは少なくとも１であり、ｂは０、１、２又は３であり、かつ（ａ＋ｂ）及びｃは相互に
無関係に２～４の整数であり、
Ｍは、請求項１記載の金属を表し、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ6－炭化水素基を有するアルコラート基を表し、その際、Ｒ1は飽和、線状
又は分枝状のアルコラート基であり、少なくとも１つの－ＯＨ基を有するアルコールから
製造可能であり、その際、前記－ＯＨ基は、１級および／または２級の－ＯＨ基であるか
、又は
【化１】

（式中、Ｒ2もしくはＲ3 は－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5、－Ｃ3Ｈ7又は－Ｃ4Ｈ9を表す）を表し、
その際、ｎ、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3 はａ、ｂもしくはｃのそれぞれに対して異なることができ
、かつＭ（Ｒ1）c 中の少なくとも１つのＲ1はＣ1～Ｃ6－炭化水素基を有するアルコラー
ト基を表す］の金属化合物と、反応させることを特徴とする、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記反応を、連続的に供給された酸素の存在下で、酸素を５～３０体積％の濃度で含有
するガス混合物の形で実施することを特徴とする、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　前記反応を０℃～１５０℃の温度で実施する、請求項１から３までのいずれか１項記載
の方法。
【請求項５】
　前記反応を、２ｂａｒabs～０．０１ｂａｒabsの圧力で実施することを特徴とする、請
求項１から４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記反応を溶剤不含で実施することを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項
記載の方法。
【請求項７】
　前記反応を、少なくとも１種の次に記載する溶剤：炭化水素、エステル、エーテル、グ
リコール及びグリコールモノエーテル／グリコールジエーテル中で実施する、請求項１か
ら４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　前記カルボン酸は、アクリル酸又はメタクリル酸であることを特徴とする、請求項１か
ら７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　前記反応を水の不在下（１００ｐｐｍより少）で行うことを特徴とする、請求項１から
８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　コーティングとして又はコーティング中での、コーティングの硬度および／またはコー
ティングの付着性を改善するための添加物としての、及びゴム材料中での、カルボキシル
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基中に３～７個の炭素原子を有する、少なくとも１種の不飽和カルボキシル基を有する、
請求項１から９までのいずれか１項記載の方法により製造された金属塩もしくはその反応
生成物の使用。
【請求項１１】
　皮革、ガラス、セラミック、紙、厚紙、プラスチック、金属及び繊維をコーティングす
るための、１つ又は複数のコーティング材料としての又はコーティング材料中での、請求
項１から９までのいずれか１項記載の方法により製造された金属塩の使用。
【請求項１２】
　重合プロセスにおけるモノマーとしての、カルボキシル基中に３～７個の炭素原子を有
する、少なくとも１つの不飽和カルボキシル基を有する、請求項１および／または３から
９までのいずれか１項記載の方法により製造された金属塩の使用。
【請求項１３】
　それぞれさらに光開始剤を含有する、放射線硬化性の、接着剤組成物又はプラスチック
組成物中での添加物としての、カルボキシル基中に３～７個の炭素原子を有する、少なく
とも１つの不飽和カルボキシル基を有する、請求項１から９までのいずれか１項記載の方
法により製造された金属塩の使用。
【請求項１４】
　印刷インキ組成物中での、放射線硬化性モノマーとしての、カルボキシル基中に３～７
個の炭素原子を有する、少なくとも１つの不飽和カルボキシル基を有する、請求項１から
９までのいずれか１項記載の方法により製造された金属塩の使用。
【請求項１５】
　レオロジー変性剤としての、印刷インキ中での、カルボキシル基中に３～７個の炭素原
子を有する、少なくとも１つの不飽和カルボキシル基を有する、請求項１から９までのい
ずれか１項記載の方法により製造された金属塩もしくはその反応生成物の使用。
【請求項１６】
　酸素および／または水の侵入に対するシート用のバリアコーティングとしての又はバリ
アコーティング中での、カルボキシル基中で３～７個の炭素原子を有する、少なくとも１
つの不飽和カルボキシル基を有する、請求項１から９までのいずれか１項記載の方法によ
り製造された金属塩もしくはその反応生成物の使用。
【請求項１７】
　金属塩を含有する、使用された組成物が、さらに、
－　光開始剤および／または
－　ＵＶ安定剤および／またはラジカル安定剤と、を含有することを特徴とする、請求項
１０から１６までのいずれか１項記載の、請求項１から９までのいずれか１項記載の方法
により製造された金属塩の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、不飽和カルボン酸と金属アルコラートとの反応による短鎖の不飽和カルボン
酸の金属塩の製造方法に関する。本発明は、さらに、短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩の
使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　１個の不飽和を有するカルボン酸は、その同族列において、次の一般総和式ＣnＨ2n-1

－ＣＯＯＨを表す。このカルボン酸は無色の液体であり、これは短い鎖長の場合にそれぞ
れ任意の割合で水と混合可能であり、重合してガラス状ペーストになる傾向がある。同様
にアクリル酸の金属塩も無色である。これは溶液として又は粉末として製造される。
【０００３】
　アクリル酸のアルミニウム塩の製造方法は自体公知である。特開昭４８－９１０１２号
公報は、Ａｌ（ＯＨ）3－ゲル又は塩基性硫酸アルミニウム（これはＡｌ2（ＳＯ4）3の水
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溶液からＳＯ4
2-の全部又は一部を除去することにより不溶性塩として得られる）を純粋

なアクリル酸又はアクリル酸と有機酸又は無機酸との混合物と反応させることによる、ア
クリル酸アルミニウム及びその塩基性塩（又は錯塩）の製造を記載している。前記の方法
の欠点は、生成物を汚染してしまうか又は費用のかかる分離工程で分離しなければならな
い塩の生成にある。
【０００４】
　同様に、米国特許第３，９５７，５９８号明細書は、カルボン酸－金属塩の製造を開示
している。これによると、カルボン酸の金属塩は、カルボン酸を活性金属と反応させるこ
とにより生成される。この活性化された金属は、第１の金属を水素親和性を有する第２の
金属とプロトン供給源の存在下で反応させる場合に生成する。この場合、高度に精製され
たアルミニウム棒からなる活性化されたアルミニウムが使用され、ガリウムとインジウム
の合金と、塩酸の存在下で反応させる。過剰量の水を添加することにより、カルボン酸及
び活性化された金属の存在下で、水溶性カルボン酸からなるポリマーの金属塩が生成され
る。
【０００５】
　この方法の欠点は、合金化されたアルミニウム金属を利用する必要があることで、この
場合、合金の成分は部分的に環境上の著しい問題があり、かつその回収は極めて費用のか
かる分離技術を必要とすることにある。
【０００６】
　米国特許第３，９２３，７１６号明細書は、２工程でのアクリル酸アルミニウムの製造
について記載されている。最初に、アクリル酸を水性苛性ソーダ液に添加して、アクリル
酸ナトリウムを得て、これを再び三塩化アルミニウムと反応させて（モノ－、ジ－、トリ
－）アクリル酸アルミニウムと塩化ナトリウムとにする。このアクリル酸アルミニウムは
、そのわずかな可溶性に基づいて、溶解した塩化ナトリウムの水性反応混合物から分離す
ることができる。この方法の欠点は、水中に溶解しかつ部分的に生成物で汚染された大量
の食塩が生じ、かつこれを廃棄しなければならないことである。
　米国特許第５９９８６４６号明細書からは、チタンの相応する塩の製造は公知である。
反応のため及び所定のＯ2飽和のための酸素の連続的な供給は前記明細書には開示されて
いない。反対に、減圧下で、大気遮断でかつ高温度で反応させているため、酸素の不在及
び溶剤雰囲気を予想することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、前記した欠点を克服し、かつ特に、もっぱら問題なくかつ容易でかつ
完全に分離される副生成物を生じ、かつ多様な金属イオンの極めて純粋なカルボン酸金属
塩を、好ましくは不所望なポリマーの化合物の生成を抑制しながら製造するために適して
いて、かつ費用のかかる付加的な精製工程を実施する必要がない方法を提供することであ
った。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題は、本発明の場合に、
　－　金属アルコラート化合物を、
　－　２位又は３位に二重結合を有する一般式
　　ＣnＨ2n-1Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ
［式中、ｎは２、３、４、５又は６を表す］のカルボン酸
および／またはマレイン酸（あまり好ましくない）と、
酸素の存在下で、その際、反応溶液が少なくとも５０％まで酸素飽和となるように酸素を
連続的に供給して反応させることにより
短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩を製造し、
前記金属塩は、式
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ＣnＨ2n-1Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－および／またはＯＣ（＝Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（＝Ｏ）Ｏ－（Ｈ）
の少なくとも１つのグループと、
次の
　　Ａｌ、Ｓｉ、Ｓｎ、Ｌａ、Ｚｒ、Ｃｕおよび／またはＺｎ
の金属又は前記金属の混合物を有する
方法により解決される。
【０００９】
　特に、短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩は、一般式
　　Ｍ（ＯＯＣＣnＨ2n-1）a（Ｒ1）b

を有し、かつ、式
　　ＣnＨ2n-1－ＣＯＯＨ
［式中、ｎは２、３、４、５又は６であり、かつ２位又は３位に二重結合を有する、好ま
しくは２位に二重結合を有する］の線状又は分枝状の不飽和カルボン酸を、一般式ＩＩＩ
　　Ｍ（Ｒ1）c

及び場合により殊に
　　Ｈ（Ｒ1）
［前記式中、
ａは少なくとも１であり、
ｂは０、１、２又は３であり、かつ
（ａ＋ｂ）及びｃは相互に無関係に２～４の整数であり、
Ｍは、Ａｌ、Ｓｉ、Ｓｎ、Ｌａ、Ｚｒ、Ｃｕ又はＺｎ、特にＡｌ又はＺｒであり、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ6－炭化水素基を有するアルコラート基を表し、その際、Ｒ1は飽和、線状
又は分枝状のアルコラート基であり、少なくとも１つの－ＯＨ基を有するアルコールから
製造され、その際、前記－ＯＨ基は好ましくは１級および／または２級の－ＯＨ基である
か、又は
【化２】

（式中、Ｒ2もしくはＲ3は－ＣＨ3、－Ｃ2Ｈ5、－Ｃ3Ｈ7又は－Ｃ4Ｈ9を表す）を表し、
その際、ｎ、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3はａ、ｂもしくはｃのそれぞれに対して異なることができ
、かつＭ（Ｒ1）c中の少なくとも１つのＲ1はＣ1～Ｃ6－炭化水素基を有するアルコール
基を表す］の金属化合物と、
酸素（Ｏ2）の存在下で、その際、反応溶液が少なくとも５０％まで酸素飽和となるよう
に酸素を連続的に供給して反応させることにより得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の有利な実施態様は、さらに独立請求項２、従属請求項の対象であるか、又は次
に詳説されている。
　本発明の場合には、前記の反応は、酸素の存在下で実施されるため、この反応溶液は、
例えば酸素を５～３０体積％、好ましくは１５～２５体積％の濃度で含有するガス混合物
を供給することにより、少なくとも５０％まで、好ましくは少なくとも９０％まで酸素飽
和されている。特に空気混合物が乾燥している場合には、空気混合物の形で酸素を供給す
ることも適している。酸素の存在により、製造時に生成物の重合する傾向が抑制される。
【００１１】
　前記方法は、本発明の場合に、０～１５０℃、好ましくは２０～１００℃、特に好まし
くは少なくとも一時的に４０℃を上回る温度で行われる。その際に、本発明の場合に、２
ｂａｒabs～０．０１ｂａｒabsの圧力で作業するのが有利である。
【００１２】
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　この方法は溶剤不含で、つまり上記の反応体を除いて、場合により過剰量で、付加的な
溶剤又は希釈剤なしで実施することができる。溶剤を使用する場合には、炭化水素、エス
テル、特にＣ1～Ｃ18－モノカルボン酸とＣ1～Ｃ8－アルコールとのエステル及びエーテ
ルアルコール（ポリオール、エーテル、グリコールおよび／またはグリコールモノエーテ
ル／グリコールジエーテルを含む）が適している。
【００１３】
　本発明の場合には、特に有利な不飽和カルボン酸は、アクリル酸及びメタクリル酸又は
式Ｒ－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ2－ＣＯＯＨのカルボン酸である。
【００１４】
　この反応した金属化合物は、本発明の場合には金属アルコラートである。結合された金
属イオンは、マグネシウム、カルシウム、アルミニウム、ケイ素、スズ、ランタン、チタ
ン、ジルコニウム、銅及び亜鉛、好ましくはアルミニウム、ジルコニウム及びチタン、特
にアルミニウムの金属イオンである。本発明による金属アルコラートの例は、アルミニウ
ム－トリ－ｓｅｃ－ブタノラート、アルミニウムトリイソプロピラート、ジルコニウムテ
トラブチラート、チタンテトラブチラート、マグネシウムジブチラートである。特に有利
な金属アルコラートは、３～４個の炭素原子を有するアルコール、例えばイソプロパノー
ル、ｎ－ブタノール及びｓｅｃ－ブタノール、特にイソプロパノール及びｓｅｃ－ブタノ
ールのアルコラートである。場合により、アルコール基はポリオールから得ることもでき
る。
【００１５】
　本発明による方法の本質的な利点は、高純度の生成物の極めて簡単な製造にあり、前記
生成物は純粋な形で得ることができるか又は上記の溶剤中の溶液として得ることができる
。この新規の方法は、アルコラートの形で提供される金属のカルボン酸塩を得ることを可
能にする。
【００１６】
　慣用の方法と比較して、この方法は、特に次の改善点を提供する：
　－　簡単な合成経路、
　－　わずかな重合の傾向
　－　外来イオンに関して高い純度、好ましくは１００ｐｐｍよりわずかな塩化物及び硫
酸塩
　－　アルコラートとして提供される金属に転用可能であること、
　－　生成物は高純度の固体として又は溶液として製造されること。
【００１７】
　本発明による不飽和カルボン酸の金属化合物、特にアルミニウムモノ～トリ－（メタ）
アクリレートの最も頻繁な利用領域は、ゴム材料、合成樹脂並びに難燃性物質の製造、並
びにコーティング用及びコーティング中に適用される添加物用である。このコーティング
は、ガラス、セラミック、有機ポリマー、金属、紙及び厚紙上に行うことができる。
【００１８】
　この金属－（メタ）アクリレートの他の適用分野を次に挙げる：金属の腐食保護、ガラ
スファイバー、サンドコア、紙、プラスチック等のコーティング又は製造、（直流）導線
の被覆、建材及び光硬化性セメント用の添加物、感光性の及び光の作用に基づき画像を生
じる媒体、写真用紙コーティング、研磨剤、ポリマー用の安定剤、固体状の水性ペンキの
リムーバー、レオロジーを改善する添加物及び殺菌剤として作用する添加物及び塗料、ペ
ンキ及び印刷インキの製造の際の乾燥剤、並びに医薬品においてはゲル状プラスター用の
ベース、又は歯科医学においてはセメント。
【００１９】
　短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩は、多様な種類の保護コーティングにおいて使用する
ことができる。それ自体、前記の樹脂、例えばアルキド含有、エポキシド含有又はアクリ
ル含有のポリマーであり、これは大理石又は天然石からなる作業ボード、寄せ木細工ボー
ド又はファイバーボードのシーリングのために使用することができる。この樹脂により、
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前記作業ボードは攻撃性および／または腐食性の化学薬品に対する、並びに機械的負荷及
び熱的負荷に対する高い耐性が付与される。鋼製水中建造物、海洋領域及び造船における
使用のために、エポキシ樹脂がビチューメン又はアスファルトと一緒に組み合わされてエ
ポキシ樹脂／タールコーティングにされる。ポリウレタンコーティングは、家具、自動車
及び航空機製造において使用される。他の適用分野は、コンクリート表面、大理石像及び
同様の石像の保護コーティングである。フェノール樹脂は、高い腐食耐性を有し、缶詰用
の食品包装において極めて頻繁に使用される。変性されたフェノール樹脂は、海洋での適
用のために防汚塗料として及び船舶及び車両用の腐食保護用のベースとして利用される。
【００２０】
　短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩を前記の樹脂に添加することは、例えば硬度を改善す
ると同時に、機械的、熱的及び化学的影響に対して改善された保護を生じる。
【００２１】
　本発明の場合に、短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩を使用することができる他のコーテ
ィングは、溶剤含有および／または水含有の塗料、例えばアルキド樹脂塗料、ＰＵ塗料、
ＮＣ塗料、エポキシ樹脂塗料及びアクリル樹脂塗料である。この種の塗料は、材料、特に
金属、プラスチック、紙又は厚紙及び木材をシールにより補強するため、及びそれと共に
これらの材料を分解又は攻撃性の環境条件による攻撃から保護するために使用される。例
として、屋外階段の金属製の階段の手すり上の錆保護塗料、又は船舶用の保護塗料が挙げ
られる。同様に、園芸用家具用のＵＶ保護塗料、木材保護塗料、又は紙又は厚紙用の含浸
塗料が効果がある。アクリル樹脂塗料は、第１にその速乾性に基づき、プラスチック（音
響機器／テレビ受像器、玩具、乗用車内装部材）の塗装のために使用され、第２に化学的
に架橋性の塗料として高価値の黄変しない耐候性のコーティング（２Ｋ塗料、ファッサー
ド塗料、焼き付け塗料）用に使用される。空気乾燥するアルキド樹脂塗料は原則として、
家具用塗料用に使用されるが、船舶及び機械塗料用、鋼材構築物用及びジャンボ機の塗装
のためにも使用される。室温で硬化するエポキシ樹脂をベースとするコーティング材料用
の使用用途は、極めて多岐にわたる。この材料は、焼き付け塗料が使用できないような分
野、管材、コンテナ容器、ボート船体、船舶船体において重大な腐食保護のために、高価
値の耐酸性及び耐溶剤性コーティングに適している。工業的な家具塗装において、非セル
ロース塗料が使用される、それというのもこの塗料は透明性及び被覆性であり、並びに下
塗塗料においても、同様に上塗塗料においても使用することができるためである。非セル
ロース－塗料は、最良の気孔形成を提供し、特に他の材料にはない連続気泡塗装の形で木
材の特徴を引き立たせる。この塗装は、水分に対して全く安定性であり、かつアルコール
に対しても十分に安定性であるが、有機溶剤に対しては安定性ではない。グラビア印刷イ
ンキ及びオフセット印刷インキ用に、変性されたフェノール樹脂が結合剤として極めて重
要である。この塗料の耐溶剤性及びバリア特性は、金属アクリレートの添加により改善す
ることができる。
【００２２】
　この短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩は、ＰＰ又はＰＥＴからなるポリマーシート中に
も使用でき、このシートは例えば包装材料として保護すべき対象物を包装し、接着又は溶
接される。これについての例として、携帯用ディスプレー又は食料品用の保護シートが挙
げられる。高圧にさらされるガラス容器及び複合ガラス板も同様に、破壊から安全シート
によって保護される。
【００２３】
　本明細書に記載された用途において、短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩の添加により、
バリア特性、引掻抵抗性、付着性及び機械的引裂強さに関する利点を達成できる。
【００２４】
　短鎖の不飽和カルボン酸の金属塩は、有機コーティングの他に、無機保護コーティング
においても使用することができる：例えばこれは対象物に金属層を蒸着することにより行
われる。
【００２５】
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　このような無機コーティングの他の用途は、金属上での金属酸化物層の形成又は金属又
はセラミックの表面（ガラスも同様）を有することができる実用品上のこのような金属酸
化物層の被着である。アルミニウムは、例えば保護のために人工的な酸化物層を用いてコ
ーティングされる。この方法は、アノーダイズといわれ、又は一般に陽極酸化とも呼ばれ
る。
【００２６】
　この場合には例えば食品領域のための拡散バリアが挙げられる。この拡散バリアの例と
して、次のコーティングが挙げられる：この拡散バリアは、２つのアクリル酸ポリマー層
の間に設けられた酸化アルミニウム層からなる。このコーティングは、包装された製品と
環境との間の酸素透過性を最小限にする。
【００２７】
　酸化アルミニウムは、上記した多くの用途において使用される。この酸化アルミニウム
の欠点は、固体で、不溶性でかつ反応性がわずかであることである。これは、一般に、有
機化合物中には不溶性であるため、この酸化アルミニウムを有機化合物中に混入するため
には特別な装置又は反応を必要とする。
【００２８】
　本発明の目的は、短鎖の不飽和カルボン酸の利点と金属酸化物および／または金属塩の
利点とを統合することによる、不飽和カルボン酸の金属塩の有利な使用であり、前記の不
飽和カルボン酸の金属塩は、物質の形で又は他の材料と組み合わせた形で、単独で又は混
合した形で、液体（溶解した）状で又は固体の形で多方面で使用され、前記材料と混合可
能／相溶性でありかつその反応基を介して重合可能であるかもしくは組み込み可能である
。
【００２９】
　重合可能な有機基とイオン結合金属との組み合わせは、フレキシブルに使用可能でかつ
高い硬度を有する材料の用途を開くものである。さらに、ルイス酸とルイス塩基との間の
相互作用は、前記のルイス酸又は加水分解によるブレンステッド酸と相応する塩基成分と
からなる新規材料の強度を向上させるさらなる可能性を提供する。
【００３０】
　重合性化合物の利点は、高い環境耐久性かつ臭いがわずかであることにもある。
　意外にも、少なくとも１つの短鎖（３～７個の炭素原子）の不飽和カルボキシル基を有
する有機金属塩は、次の使用に特に適していることが見出された：
【００３１】
　前記の有機金属化合物は、表面コーティングに特に有利に使用することができる。良好
な耐摩耗性及び耐引掻性と関連して意外に高い硬度の他に、ＵＶ線、電子線又は慣用の化
学的ラジカル開始剤によって硬化可能なこのコーティングは、良好なＵＶ耐性、並びに金
属、鉱物性の基材及びガラス上での並びに多様な有機ポリマー材料上での良好な付着性を
示す。この効果は、少量の有機金属化合物を有機コーティング材料（樹脂又は一般的なモ
ノマー）に添加することによって有利に利用できる。
【００３２】
　他の適用分野は、いわゆる「改質ポリマー材料」である。この場合に、前記の化合物の
添加により、プラスチック又は樹脂のより良好でかつ／又はより迅速な硬化が達成される
。この場合、前記化合物は、材料の粘度を硬化プロセスの間に変化させるためにも利用で
きる。
【００３３】
　他の金属化合物、例えば金属アルコラート又は金属塩、例えばＴｉ、Ｚｒ又はＳｉの金
属アルコラート又は金属塩と混合することで、次に記載するような優れた特性を有するコ
ーティングが得られる。
【００３４】
　溶液又はエマルションからなる重合により、ポリマー粒子が製造される。これは、例え
ばＵＶにより開始される懸濁重合／乳化重合／溶液重合により水性系からも行われる。
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【００３５】
　前記の有機金属化合物は、例えばゾルゲル反応で、例えば次ぎに記載する、Ａｌ－アク
リレートを例とする前記化合物の反応のための反応図により利用することもできる：
【化３】

【００３６】
　次に挙げる適用分野は、この記載された有機金属化合物にとって有利である：
　－　例えば成形品および／またはシートの製造、コーティング又は変性のための重合プ
ロセスにおける又は合成ゴムの製造におけるモノマー又はコモノマー、
　－　ペイント及び塗料中の添加物、
　－　顔料及び着色剤用の担体材料、
　－　ＵＶ硬化性接着剤又はプラスチック中の成分、
　－　櫛状ポリマーの製造のため、
　－　有機および／または無機材料、例えばイオン交換体、触媒及び担体材料、また、ク
ロマトグラフィーの用途のための製造又は変性のために、
　－　表面のコーティングによる有機成分のカプセル化、
　－　例えば膜の形での帯電防止加工のための導電性材料の製造又はボードの製造のため
、
　－　化学薬品及び環境からの影響に対する耐性を改善するための添加物、付着改善剤（
例えば鉱物性モルタル用の）又は流動挙動の改善のため（例えばコンクリートの）及び保
護すべき対象の被覆保護のため、
　－　例えば金属、セラミック、木材又は木材ベースの製品、プラスチック及びガラス用
の耐引掻コーティングおよび／または硬質コーティング、
　－　皮革、ガラス、紙、厚紙、プラスチック、金属及び繊維のコーティング又は処理の
ため、
　－　コーティングの形の又は添加物としての親水化剤又は疎水化剤として
　－　付着防止コーティングの製造のため、
　－　船舶又は海洋建築物用のいわゆる「防汚」塗料の製造のための基本材料として、
　－　植林工業における、例えば樹木用の「絆創膏」としておよび／または農業における
有害生物からの保護のための保護塗料としての使用のため、
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　－　印刷インキ中の放射線硬化性モノマーとして
　－　レオロジーを変性する添加物として、
　－　酸素、水の侵入に対する又は微生物の侵入に対する保護のためのバリアコーティン
グにおいて
　－　研磨材料の製造のため、
　－　製剤学および／または医薬品工業におけるコーティング、接着剤又は治療剤として
、例えば歯科用セメントとして、歯牙用の封止塗料として、又は医薬品の遅延放出のため
、
　－　塩基性充填物、例えばガラスとの併用成分として、前記化合物は特別な硬度及び耐
久性を有する材料にすることができる、
　－　消泡剤として又は消泡作用を有する製品の製造のため、
　－　官能基を含有することができる無機製品の製造および／または変性のため、及び
　－　セラミックの製造及び変性のため。
【実施例】
【００３７】
　不飽和カルボン酸の液体金属塩の製造
　この試験を、温度計、蒸留装置、滴下漏斗、攪拌機及びガス供給管を備えた、ガラス製
の５００ｍｌ反応フラスコ中で実施した。第１の試験実施例は窒素による保護下で実施し
、第２の試験実施例は圧縮空気供給下で実施した。反応熱の搬出のために、反応容器を水
浴を用いて冷却した。供給されたガスの酸素含有量は、例２～７において１５～３０体積
％（約２１体積％）の間であった。実施例８～１０については、反応混合物は酸素飽和で
存在した。
【００３８】
　実施例１：　溶液状のアルミニウム－トリアクリレートの製造（本発明によるものでは
ない）
　フラスコ中にアルミニウム－トリ－ｓｅｃ－ブタノラート１２３．１ｇ、ジエチレング
リコールモノブチルエーテル１１９．９ｇ、４－メトキシフェノール０．７ｇ及び銅チッ
プ２ｇを装入し、それにアクリル酸１０８ｇを室温（２５℃）で１時間４分の内に滴下漏
斗を用いて滴加した。この場合、温度は反応熱により３６℃に上昇した。水浴を用いて、
この混合物を２５℃に冷却し、温度が再び上昇するまで２３分間撹拌し、生成物はゲル化
した。この生成物は、反応の際に重合阻害物質、例えば銅チップ及び４－メトキシフェノ
ールを添加したにもかかわらず不所望にも重合した。
【００３９】
　実施例２：　溶液状のアルミニウム－トリアクリレートの製造
　フラスコ中に、アルミニウム－トリ－イソプロパノラート１０２．１ｇ、ジエチレング
リコールモノブチルエーテル１２０．１ｇ、４－メトキシフェノール０．７ｇを装入し、
これにアクリル酸１０８ｇを室温（２５℃）で１５分間内に滴下漏斗を用いて滴加した。
この場合、温度は反応熱により５３℃に上昇した。水浴を用いて、この混合物を３９℃に
冷却した。この生成物は液体のまま安定であり、従って次のように継続処理することがで
きた。これを３０分間内で６０℃に加熱し、かつ連続的に２４３ｍｂａｒの値にまで真空
に調節することで、２時間の間に、副生成物のイソプロパノールを追い出した。
【００４０】
　実施例３：　溶液状のアルミニウム－モノ－アクリレートジ－イソプロパノラートの製
造
　フラスコ中に、アルミニウム－トリ－イソプロパノラート１４２．９ｇ、ジエチレング
リコールモノブチルエーテル１５１．３ｇ、４－メトキシフェノール０．７ｇを装入し、
これにアクリル酸５０．４ｇを室温（２５℃）で８分間内に滴下漏斗を用いて滴加した。
この場合、温度は反応熱により５５℃に上昇した。この生成物は液体のまま安定であり、
従って３０分の間に６０℃に加熱することができた。連続的に２４５ｍｂａｒにまで真空
に調節することにより、３８分内に副生成物のイソプロパノールを追い出した。
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【００４１】
　実施例４：　溶液状のアルミニウム－モノ－アクリレートジ－エチルアセトアセタート
の製造
　フラスコ中に、アルミニウム－トリ－イソプロパノラート８１．７ｇ、４－メトキシフ
ェノール０．７ｇを装入し、これにエチルアセトアセタート１０４．１ｇを５０℃の温度
で、８分間内に滴下漏斗を用いて滴加した。この場合、温度は反応熱により６１℃に上昇
した。水浴を用いて、混合物を３２℃に冷却した。次いで、ジエチレングリコールモノブ
チルエーテル１４２．６ｇを少量ずつ添加した。引き続き、アクリル酸２８．８ｇを滴下
漏斗を用いて急速に滴加した。温度はこの場合４℃上昇した。この生成物は液体のまま安
定であり、従って３０分の間に６０℃に加熱することができた。２００ｍｂａｒの値まで
の真空により、１時間内に副生成物のイソプロパノールを追い出した。
【００４２】
　実施例５：　溶液状のジルコニウム－テトラ－アクリレートの製造
　フラスコ中に、ジルコニウム－テトラ－ブタノラート５０９．３ｇ、ジエチレングリコ
ールモノブチルエーテル４９８．６ｇ及び４－メトキシフェノール２．８ｇを装入した。
引き続き、アクリル酸３８２．７ｇを滴下漏斗を用いて急速に滴加した。温度はこの場合
４５℃に上昇した。この生成物は液体のまま安定であり、従って３０分の間に９０℃に加
熱することができた。２００ｍｂａｒの値までの真空により、１時間内に副生成物のブタ
ノールを追い出した。
【００４３】
　実施例６：　溶液状のチタン－テトラ－アクリレートの製造（本発明によるものではな
い）
　フラスコ中に、チタン－テトラ－ブタノラート５１０．６ｇ、ジエチレングリコールモ
ノブチルエーテル４９８．６ｇ及び４－メトキシフェノール２．８ｇを装入した。引き続
き、アクリル酸４３２．６ｇを滴下漏斗を用いて急速に滴加した。温度はこの場合５０℃
に上昇した。この生成物は液体のまま安定であり、従って３０分の間に９０℃に加熱する
ことができた。２００ｍｂａｒの値までの真空により、１時間内に副生成物のブタノール
を追い出した。
【００４４】
　実施例７：　溶液状のマグネシウム－ジ－アクリレートの製造（本発明によるものでは
ない）
　フラスコ中に、マグネシウム－ジ－ブタノラート５１０．５５ｇ、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル４９８．６ｇ及び４－メトキシフェノール２．８ｇを装入した。引
き続き、アクリル酸４３１．７ｇを滴下漏斗を用いて急速に滴加した。温度はこの場合約
４８℃に上昇した。この生成物は液体のまま安定であり、従って３０分の間に９０℃に加
熱することができた。２００ｍｂａｒの値までの真空により、１時間内に副生成物のブタ
ノールを追い出した。
【００４５】
　不飽和カルボン酸の固体金属塩の製造
　さらに、固体として不飽和カルボン酸の金属化合物を製造するために試験を実施した。
　一般的な手法／装置：
　この試験は、回転蒸発器及び接続された真空ポンプを備えたガラス製の１０００ｍｌ反
応フラスコ中で実施した。７５０ｍｂａｒの真空をかけることにより、アクリル酸をガラ
ス管を通してフラスコ中に吸い込んだ。
【００４６】
　実施例８：　アルミニウムトリアクリレートの製造、溶剤不含
　フラスコ中に、アルミニウム－トリ－イソプロパノラート２０４．２ｇを装入し、これ
にアクリル酸２１６ｇを室温（２５℃）で８分間内に前記したように添加した。この場合
、反応熱により温度が３２℃に上昇し、白色の固体が生じた。その後に、回転蒸発器の加
熱を始め、段階的に７０℃に加熱した。同時に、段階的に２４ｍｂａｒにまで減圧に調節
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した。このようにして、イソプロパノールを追い出し、白色固体が粉末の形で得られた。
【００４７】
　実施例９：　アルミニウム－モノアクリレートジイソプロパノラートの製造、溶剤不含
　フラスコ中に、アルミニウム－トリ－イソプロパノラート２０４．２ｇを装入し、これ
にアクリル酸７２ｇを室温（２５℃）で８分間内に前記したように添加した。この場合、
反応熱により温度が３２℃に上昇し、白色の固体が生じた。その後に、回転蒸発器の加熱
を始め、段階的に７０℃に加熱した。同時に、段階的に２４ｍｂａｒにまで減圧に調節し
た。このようにして、イソプロパノールを追い出し、粉末状の白色固体が得られた。
【００４８】
　大工業的規模により良好に転用するために、同じ条件下で５リットルの特殊鋼反応器中
で溶液状の生成物を製造する試験を実施した。酸を供給するためにポンプを使用すること
により、ガラス容器での試験と比較して供給時間は２時間に高まった。
【００４９】
　実施例１０：　ジルコニウム－テトラアクリレートの製造、溶剤不含
　フラスコ中に、ジルコニウム－テトラブチラート１０２１．３ｇを装入し、これにアク
リル酸７６７．５ｇを室温（２５℃）で８分間内に前記したように添加した。この場合、
反応熱により温度が３５℃に上昇し、白色の固体が生じた。その後に、回転蒸発器の加熱
を始め、段階的に９０℃に加熱した。同時に、段階的に２０ｍｂａｒにまで減圧に調節し
た。このようにして、ブタノールを追い出し、粉末状の白色固体が得られた。
【００５０】
　実施例２～１０において製造されたアクリル酸の金属塩は無色であり、刺すような臭い
のするアクリル酸とは対照的にほとんど臭いが無かった。
【００５１】
　調製物１
　調製物１はアルミニウムトリアクリレート５０％とブチルトリグリコール５０％からな
る。透明で、わずかに黄色がかった、粘性の液体が生じた。
　調製物２
　調製物２はアルミニウムトリメタクリレート５０％とブチルトリグリコール５０％とか
らなる。透明で、わずかに黄色がかった、粘性の液体が生じた。
　調製物３
　調製物３はアルミニウムトリアクリレート３１％と、ｎ－ブチルアクリレート４５％と
、２－プロパノール２４％とからなる。透明で、わずかに粘性の液体が生じた。
　調製物４
　調製物４はアルミニウムトリアクリレート３０％と、２－ヒドロキシエチルメタクリレ
ート３２％と、２－ブタノール３８％とからなる。透明で、わずかに粘性の液体が生じた
。
　調製物５
　調製物５はアルミニウムトリメタクリレート３５％と、ｎ－ブチルアクリレート４３％
と、２－プロパノール２２％とからなる。透明で、わずかに粘性の液体が生じた。
　調製物６
　調製物６はアルミニウムトリアクリレート２１％と、ｎ－ブチルアクリレート３１％と
、ヒドロキシエチルメタクリレート４８％とからなる。透明で、わずかに粘性の液体が生
じた。
【００５２】
　調製物７（本発明によるものではない）
　調製物７は調製物３を９０％と、テトラ－ｎ－ブチルジルコナート１０％とからなる。
透明で、わずかに粘性の液体が生じた。
　調製物８（本発明によるものではない）
　調製物８は調製物３を７０％と、テトラ－ｎ－ブチルジルコナート３０％とからなる。
透明で、わずかに粘性の液体が生じた。
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　調製物９（本発明によるものではない）
　調製物９は調製物３を９０％と、テトラ－ｎ－ブチルチタナート１０％とからなる。透
明で、わずかに黄色がかった、わずかに粘性の液体が生じた。
　調製物１０（本発明によるものではない）
　調製物１０は調製物３を７０％と、テトラ－ｎ－ブチルチタナート３０％とからなる。
透明で、わずかに黄色がかった、わずかに粘性の液体が生じた。
　全ての調製物１～１０は、なお光開始剤（２，２－ジエトキシアセトフェノン）３重量
％と、安定剤（４－メトキシ－フェノール）０．１５～０．２重量％を含有する。
【００５３】
　次の適用例（適用例１１～１８）中で、試験された上記の調製物に対する対照物質とし
て、市販のアクリル－有色塗料（白色、光沢、建築資材チェーン店Ｈｏｒｎｂａｃｈのア
クリル－有色塗料）、並びにＵＶ硬化性接着ゲル（Ｗｉｌｋｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ社の
ＵＶ－１－フェース－ゲル）を使用した。
　アクリル塗料を用いたコーティングは、空気乾燥により硬化させ、ＵＶ硬化は行わなか
った。
【００５４】
　適用例１１－　Ｗｏｌｆｆ－Ｗｉｌｂｏｒｎによる引掻硬度（ＩＳＯ　１５１８４）
　Ｗｏｌｆｆ－Ｗｉｌｂｏｍによる引掻硬度（ＩＳＯ　１５１８４）は、異なる硬度の鉛
筆を用いて測定した。この鉛筆を、同じ角度で、同じ力を異なる試料キャリアに加えるス
ライダを用いて、試料面上に滑走させた。この皮膜硬度は、書き込み効果と食い込み効果
との間の境界の両方の硬度等級によって決定された。鉛筆硬度は６Ｂ～９Ｈまで変化させ
た。
【００５５】
【表１】

【００５６】
　ＵＶ硬化後の７日間の貯蔵の後に、調製物３は鋼、ガラス、ポリプロピレン及びアルミ
ニウム上で最良の値を示した。ポリプロピレン及びアルミニウム上の調製物３のコーティ
ングの引掻硬度は未被覆の材料の値を上回った。ポリカーボネートについては、アクリル
塗料を用いたコーティングが最良の結果を示した。
【００５７】
　適用例１２－Ｃｌｅｍｅｎによる引掻硬度（ＩＳＯ　１５１８）
　Ｃｌｅｍｅｎによる引掻硬度（ＩＳＯ　１５１８）は、定義された力（０～２０Ｎ）で
負荷された球状の硬質金属彫刻刀を用いた試料の運動による引掻応力を記載する。この引
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掻硬度は、コーティングに完全に傷を付けるために必要な力に相当する。Ｃｌｅｍｅｎに
よる引掻硬度については、ＵＶ硬化後に７日間の貯蔵時間の後に行われた結果を表す：
【００５８】
【表２】

【００５９】
　対照物質として利用されたアクリル塗料は、鋼上での最良の引掻硬度を示しかつアルミ
ニウム上で良好な比較値を達成した。アルミニウム上での最良の引掻硬度は調製物９が示
した。アクリル塗料、調製物３、調製物６及びＵＶ硬化性ゲルは、ポリカーボネート成形
品上でわずかな引掻硬度を示した。調製物３及びＵＶ接着ゲルはガラス上で最良の引掻高
度を達成した。ポリプロピレン試料成形品上では、アクリル塗料、調製物３及び調製物６
はわずかな引掻硬度を示しただけであった。
【００６０】
　適用例１３－　Ｋｏｅｎｉｇによる振り子硬度（ＤＩＮ　５３１５７、ＩＳＯ　１５２
２）
　コーティング上で振動する振り子の減衰が、規格規定により評価される。この振り子は
２個の鋼製半球上に置かれていて、この鋼製半球が試験すべきコーティング上で振動させ
られる。高い振動回数は、高い硬度と同じ意味を有する。
【００６１】

【表３】

【００６２】
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　調製物３は、ガラス、ポリカーボネート、鋼及びアルミニウム上で最も高い振り子硬度
を示した。ポリプロピレン上では、調製物６及びアクリル塗料が良好な結果を示したが、
一方で調製物３は試料キャリアから剥がれた。
【００６３】
　適用例１４－　時間的経過
　記載された調製物の利点は、多様な時間が評価に影響を及ぼす場合に、より明らかにな
る。
　使用した調製物は、極めて急速に（調製物３）でも、同様に貯蔵後（調製物６）でも良
好な結果を提供することが示された。これは、多様な適用における使用にとって利点であ
る。
【００６４】
【表４】

【００６５】
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【表５】

【００６６】

【表６】
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【００６７】
　適用例１５－　Ｔｅｓａ（登録商標）－引き剥がし（付着性）
　テープ（Ｔｅｓａ（登録商標）フィルム）をコーティング上に貼り付け、引き続いて急
激に剥がす。コーティングを鑑定して、５つの等級に分類（０～４）した。この等級の意
味を次の表中で説明する：
【００６８】
【表７】

【００６９】
　アクリル塗料、調製物３及び調製物６は１００％で次の試料成形品：ガラス、鋼及びア
ルミニウム上に付着した。ポリカーボネート表面上では、ＵＶ接着ゲル皮膜だけが付着し
た。ポリプロピレン成形品上では、全てのコーティングが１００％で引き剥がれた。
【００７０】

【表８】

【００７１】
　適用例１６－　格子切り込み
　この試験の場合に、コーティングの弾性率が測定される。規格化された鋼製薄板に沿っ
て、鋭利なカッターで切り込む。相互に直角に配置されているそれぞれ２つの切り込みが
実施されるため、チェス盤模様が生じる。この格子切り込みは、Ｔｅｓａ引き剥がしと同
様の等級分類を示し、このパーセント分布が異なるように等級付けされている。
【００７２】
【表９】

【００７３】
　この格子切り込みは、皮膜に関して試験され、この皮膜は、ＵＶ硬化後に７日間の期間
にわたり空調室中に貯蔵された。ＵＶ接着ゲル及びアクリル塗料は、ガラス上で最良の結
果を示した。ポリカーボネート上では、アクリル塗料及びＵＶ接着ゲル並びに調製物３及
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切り込み試験において最良の結果が達成された。調製物３並びにＵＶ接着ゲルは、鋼上で
極めて良好な結果を達成したが、一方でアクリル塗料は明らかに悪い結果を示した。アル
ミニウム上では、全ての試験された調製物及び対照物質が極めて良好な皮膜特性を示した
。
【００７４】
【表１０】

【００７５】
　適用例１７－耐摩耗性
　耐摩耗性は市販の研磨スポンジを用いて試験した。このために、このスポンジをスライ
ダ中に挟み付け、このスライダを前後に動かした。このサイクルは、この場合、スライダ
の１回の前後運動に相当する。評価基準として、皮膜が破壊されずにスポンジが皮膜上を
擦ったサイクルの数を用いた。この試験は、最大５０００サイクルの後に停止した。この
スポンジ及びスライダの重量は１３４ｇであり、これは４ｇ／ｃｍ2の圧力に相当する。
試験された調製物及び対照物質の皮膜の厚さは、湿った状態で５０μｍであった。ＵＶ硬
化後の貯蔵は標準条件で行った。
【００７６】
　調製物３は、ＵＶ接着ゲルと同様に、全ての試験貯蔵時間に対して＞５０００サイクル
の耐摩耗性を達成した。この皮膜は摩耗跡を有していたが、なお損傷はなかった。調製物
６は貯蔵時間が増加すると共に耐摩耗性は改善された。アクリル塗料は、貯蔵時間が増加
すると共に耐摩耗性は失われた。
【００７７】
【表１１】

【００７８】
適用例１８－　付着引き剥がし試験（ＡＳＴＭ　Ｄ　４５４１に従う）
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【００７９】
　剥離試験による付着性試験を次の方法で実施した。空調室に貯蔵された皮膜を、注意深
く脱脂するかもしくはサンドペーパーをかけた試料成形品、いわゆる「Ｄｏｌｌｙ′ｓ」
に２成分エポキシ接着剤で接着した。過剰の接着剤は除去した。硬化時間は２３℃で８時
間であった。接着された試験プランジャにかけられる引っ張り応力を、試験成形品が引き
剥がれるまで連続的に上昇させた（付着性の数値的な確認）。ＡＳＴＭ　Ｄ　４５４１に
従って、正確な剥離試験のために、少なくとも３回の個別試験が必要とされた。第１の試
験結果は、引張指示指針でＮ／ｍｍで読み取り可能な、剥離が行われた引っ張り応力であ
る。
【００８０】
　次のコーティングが試験された：アクリル塗料、ＵＶ接着ゲル及び調製物３。
　調製物３を用いたコーティングは、鋼、銅及びポリカーボネート上で最大の剥離値を示
した。この値は、既にＵＶ硬化後の１日間の貯蔵後に達成された。ポリプロピレン及びＰ
ＶＣ上では、ＵＶ接着ゲル及び調製物３を用いたコーティングは相互に異ならなかった。
ガラス上では、７日間の貯蔵後のＵＶ接着ゲルはその値を向上したが、調製物３の値はそ
れに対して低下した。
【００８１】
　適用例１９－　レオロジー
　印刷樹脂は、高速での印刷プロセスを実現するために特別に調節されたレオロジーを必
要とする。レオロジーのデータを測定する際の重要な値は見掛け粘度である。多様な金属
アクリレート含有調製物の添加による印刷樹脂結合剤の見掛け粘度の変化が測定された。
対照材料として、未処理の印刷インキ結合剤並びにＤＯＲＯＸ（登録商標）Ｄ５１５を混
入した結合剤を使用した。
　全ての試験試料は、レオロジー特性の調節が可能であった。
【００８２】
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【表１３】

【００８３】
　適用例２０－　紙の吸水性
　紙の吸水性を、市販の紙品質で試験した。このために、調製物１、３及び６を５０μｍ
の層厚（紙の両面）で試験した。対照材料として未被覆の紙を使用した。この紙はＵＶ照
射の１時間後に、２時間もしくは２４時間水浴中に入れられた。他の試験において、これ
らの試料はＵＶ照射後の７日間の貯蔵後に、２時間もしくは２４時間水浴中に入れられた
。この吸水性は、秤量差により測定し、このデータは吸水率％で表された。
【００８４】
　調製物３でコーティングされた紙は、ＵＶ照射後の１時間の貯蔵時間の後の試験の際に
最も少ない吸水率を達成した。７日間の貯蔵時間の後で、調製物６でコーティングされた
紙が最少の吸水率を達成した。
【００８５】

【表１４】

【００８６】
　適用例２１－　ガラス上でのアルミニウムアクリレート調製物のＵＶ照射
　この試験の場合に、調製物３、６及び１を湿った状態で５０μｍの層厚でそれぞれガラ
ス試料キャリア上に塗布し、ＵＶ放射線により硬化させた。このガラス成形品を約５４℃
で２２５時間の期間にわたりＵＶ光で照射した。この評価は、ＤＩＮ５５９８０に従って
、「青色－黄色」値の形で行った。この表記において、プラスの青色－黄色値は黄色気味
を意味し、マイナスは青色気味を意味する。利用された校正タイルの曇り値は：＋７．２
４であった。
【００８７】

【表１５】

【００８８】
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　ＵＶ照射された皮膜の「青色－黄色値」は、測定開始に達成された値（開始値）と比較
して低下したかもしくは本質的に変化がなかった。このことは、このコーティングが「黄
変」の傾向がないことを意味する。
【００８９】
　適用例２２－　耐薬品性
　調製物３、調製物６、調製物１及びＵＶ接着ゲルをガラス上に５０μｍの層厚で塗布し
、ＵＶ硬化させた。１時間及び２４時間の貯蔵時間の後に、この皮膜を次の化学薬品で処
理した：メチルエチルケトン、２－プロパノール、酢酸、リン酸、鉱油及び３０％苛性ソ
ーダ液。これらの化学薬品は２時間の期間にわたり前記の皮膜に作用させた。
【００９０】
【表１６】

【００９１】
　調製物３の皮膜は、ＵＶ硬化後の１時間の貯蔵時間の後に既に、メチルエチルケトン、
２－プロパノール及び鉱油に対して耐性であったかもしくは部分的に耐性であった。ＵＶ
接着ゲル及び調製物６は、２４時間の貯蔵時間の後にようやく耐性に達した（例外：ＵＶ
接着ゲルの皮膜は鉱油に対しては同様に１時間後にも耐性）。ＵＶ接着ゲルは、３０％の
苛性ソーダに対して部分的に耐性であった。試験された物質のいずれもが酸に対して耐性
を示さなかった。
【００９２】
　適用例２３－　スポーツ用機能繊維のコーティング
　スポーツ用機能ウェアの調製物３によるコーティングは繊維の疎水化を行った。コーテ
ィングされかつＵＶ照射されたスポーツ用機能繊維上に吹き付けられた水は水滴を形成し
、この水滴はこの材料の表面にとどまった。未被覆のスポーツ用機能繊維は、それに対し
て水をすぐに吸収した。このスポーツ用機能繊維を洗濯液で選択し、乾燥し、３週間の貯
蔵の後で新たに吹き付け試験にかけられた。この結果は変化なくポジティブであった。
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